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１．研究計画の概要 

 本研究は、２つの表面間の相互作用の距離依

存性を直接評価できる表面力測定を中心手段と

し、分子認識など、固-液界面における分子膜の

特性を明らかにし、ソフト界面の分子科学に寄

与することを目的とし、さらに生体分子間の相互

作用、医用材料表面の評価を可能とする方法

論の開発を目指す。 
 具体的には、様々な生体分子の配向制御した
固定化法の開発、DNA の転写制御に関与する
タンパク質群の相互作用の直接測定を行い、さ
らに領域内の他の研究者の扱う高分子ブラシ層
ならびに分子認識系の評価を行い、その特性を
明らかにし、ソフト界面の分子科学の確立に資
する。 
 
２．研究の進捗状況 
 タンパク質の配向固定化法として、タグユニット

としてグルタチオン-S-トランフェラーゼ (GST)な
らびにマルトースバインディンクプロテイン 
(MBP) を用いた方法を確立し、これにより転写

因子タンパク質 SigB とその阻害因子タンパク質

RsbW を固定化し、その間の相互作用力の直接

測定し、その熱ショック時の変化を検討した。熱

ショック時のタンパク質の構造変化と相互作用変

化を対応させて議論した。生体の機能発現に関

わる複雑なタンパク質分子間相互作用力の環

境応答を調べるには複合的な評価が必要であり、

本研究のアプローチは有効な手法となると考え

られる。さらに、枯草菌の胞子形成時に機能す

るホスホリレーシグナル伝達系に属するセンサ

ータンパク質である KinA とシグナル伝達中間体

である Spo0F との相互作用の評価を開始した。

また、平成 22 年度には共同研究と若手育成を

目的として、領域として新しい試みである研修コ

ースで、表面力測定の講習、および共同研究開

始の準備として領域内の他グループのいくつか

の試料の評価を行った。 
 
３．現在までの達成度 
① 当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 これまで、当初の研究計画に従って研究が進
行しおり、中間評価においても領域全体として A
評価を得て、目的達成に向けて着実に良好な
進捗を示しているとの評価を受けている。さらに、
上記の研修コースを行ったことで、当初の予定
以外にも領域内のいくつかのグループとの共同
研究計画が具体的に進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は以下の課題を中心に研究を進める。 
(1) 生体分子の相互作用測定、特性評価 
 転写制御に関わるタンパク質ネットワークの属

するタンパク質を対象として研究を行う。まず、

枯草菌の胞子形成時に機能するホスホリレーシ

グナル伝達系に属するセンサータンパク質であ

る KinA とシグナル伝達中間体である Spo0F と

の相互作用の評価を行う。溶液条件やATPアナ

ログを用いた実験により本シグナル伝達反応の

素過程を明らかにする。また、糖などの生体機

能分子についても相互作用評価を展開し、更に

界面選択分光法によりこれら生体分子の水和構

造を評価する。 

(2) 領域内で研究されている DNA など高分子

ブラシ構造の表面力測定 
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 研究代表者らは、表面力測定により高分子電

解質ブラシ層の圧縮弾性率を評価し、その状態

に密度依存性の転移を見出すなどの成果をあ

げている。表面力測定に加えて、代表者らの開

発した共振ずり測定法、平成 21 年度に導入した

QCM-D を用いて、領域内の他のグループの高

分子ブラシ層による機能高分子ブラシ層の評価

を行う。 
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